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１．はじめに  

NEXCO 中日本金沢支社管内では 2021 年 1 月 9 日～12 日

にかけての大雪により、E8北陸自動車道およびE41東海北

陸自動車道において大規模な車両滞留が発生した。 

これまで雪による通行止め事象（事故や自力走行不能

車の発生）が発生した際には、除雪車両を用いた先頭固定

規制を実施し、高速道路本線の物理的閉鎖を矢印板等の規

制材を用いて行っていた。しかし、除雪車両が渋滞に巻き

込まれ、物理的閉鎖の開始が遅れたことが、大規模な滞留

車両の発生要因の一つとなった。このため、通行止めを早

期に実施するための対策が急務となった。 

そこで、雪による事故や自力走行不能車など通行止め

事象が発生した際、速やかな本線通行止め規制を実施し、

滞留車両を最小化することを目的に、エアー遮断機の整備

を実施することとした。 

 

２．既存の通行止め規制とその問題点  

既存の通行止め閉鎖には以下の手順が必要であり、区間

にもよるが物理的通行止めを実施するまでに約25分以上の

時間を要していた。情報板による通行止め情報の提供は行

っていたが、運転手の判断により通行止め区間内へ約50％

の一般車両の進入を許していた。（図1） 

 

2.1大雪による通行止め時の作業手順  

①出発準備・暖機運転 

②物理的閉鎖班※1・先頭固定規制班※2回送 

③先頭固定規制開始 

④物理的閉鎖実施 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

2.2大雪による通行止め時の問題点  

・情報板およびICでの通行止め開始から、本線の物理的閉

鎖完了までに時間を要する 

・渋滞等の交通状況の影響を受ける 

・時間を要する分だけ通行止め区間内への一般車両の進入

が増加し、滞留車両が増加する 

 

３．対応策【エアー遮断機の導入】  

 雪による通行止め事象が発生した際、迅速な通行止めを

実施し、滞留車両を最小化することを目的に写真1に示す

エアー遮断機を試行導入した。 

 エアー遮断機とは、交通事故や災害などが発生した際に、

無人で道路を仮閉鎖するための装置である。遠隔操作によ

りバルーンに空気を送り込んで膨らませることにより、簡

易的な規制を行うことができる。バルーンは布製で、車両

が誤って接触しても安全なつくりになっている。これまで

同種の遮断機は、SA・PA の閉鎖、JCT ランプの閉鎖では用

いられてきたものであったが、今回高速道路本線上への設

置は全国でも初めての事例となるため、運用にあたっての

課題を検討した。 
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※1物理的閉鎖 

IC で矢印板等により規制

を実施するもの 

 

※2先頭固定規制 

除雪車両が低速で走行する

ことで前方に車両のいない

空間をつくり、物理的閉鎖

班の作業時間を確保するも

の 図 1. 通行止閉鎖状況 

写真 1.エアー遮断機 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．エアー遮断機導入により期待される効果  

 図2に示すように、エアー遮断機が導入されることで、

本線が物理的に閉鎖されることで、これまで約 25 分以上

かかっていた所要時間が、約3分程度へと短縮され、滞留

車両を大幅に減らすことが可能となることを期待して導

入した。 

 

５．エアー遮断機の整備計画  

エアー遮断機整備箇所については過去の大雪時による

通行止めが発生した区間、予防的通行止めに端末ＩＣと

なる区間を定め、2021 年度には 6 箇所、2022 年度には 8

箇所に設置した。（表 1）エアー遮断機の配置については、

図3に示すように1インターあたり、追越車線側の中央分

離帯に2台、走行車線側のノーズ先端部付近のガードレー

ル外に1台を設置することを標準とした。合わせて走行す

るお客様への情報提供のため、インターチェンジ3km手前

から500m間隔で特設情報板をセットとして設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.エアー遮断機整備箇所 

整備年度 設置箇所 

2021年度 

敦賀IC㊤㊦、丸岡IC㊦ 

加賀IC㊤、金沢森本IC㊦ 

小矢部 IC㊤ 

2022年度 

今庄IC㊤、武生IC㊤ 

砺波IC㊤、滑川IC㊦ 

朝日IC㊤、福光IC㊤㊦ 

白川郷 IC㊦ 

 

６．エアー遮断機導入にあたっての課題  

 今回のエアー遮断機の設置を検討するに当たり、積雪

寒冷地の高速道路本線上ということもあり多くの課題が

浮かび上がった。6.1～6.5 に検討した課題と対応を示す。 

6.1エアー遮断機の展開時の接触事故対策 

6.2エアー遮断機格納時の接触事故対策  

6.3積雪寒冷地対策  

6.4高速隊への説明・協議  

6.5一般ドライバーへの周知  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. エアー遮断機使用時進入想定台数 

図 3.エアー遮断機整備概要 



6.1 エアー遮断機の展開時の接触事故対策 

 エアー遮断機は、CCTV映像等で交通状況、走行車両間

隔を確認し、エアー遮断機の安全な起動タイミングを見

計らい、道路を管理する事務所の防災対策室から遠隔操

作で起動することを基本とした。その際には、一般車両 

への注意喚起として、3km 手前から 500m 感覚で特設情報

板を設置し、通行止め情報の提供を行う。エアー遮断機

は起動してから展開完了まで約 20 秒かかることから、表

2 に示すように起動目安を算出した。また、作動後に二輪

車と接触すると重大事故に繋がる恐れがあることから、

写真 2 に示すように遮断機の高さが路面 2m となるよう設

計した。 

表 2.エアー遮断機作動目安時間 

 

 

写真 2.二輪車対策 

 

6.2 エアー遮断機格納時の接触事故対策  

 中央分離帯側のエアー遮断機については、格納時は建

築限界内に収まっているものではあるが、接触事故対策

として、注意喚起のための反射シートとランブルストリ

ップスを設置した。 

6.3 積雪寒冷地対策  

 今回設置した区間は積雪寒冷地となることから、降

雪・積雪時にも問題なく動作がされるように、格納箱へ

の電熱線を設置し、一定の温度以下になると自動で作動

する仕様とした。また、バルーン部は撥水性の素材で作

られていること、常にエアーが送られていることでバル

ーン部には積雪は発生しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.電熱線による寒冷地対策 

6.4 高速隊への説明・協議  

 エアー遮断機の高速道路本線上での設置・運用は全国

でも初めての事例となるため、管轄となる高速隊へは事

前に運用手順の事前説明と協議及び、試験施工時の現場

立会を実施した。 

6.5 一般ドライバーへの周知  

 エアー遮断機よる規制は一般ドライバーにとっては未

知のものであり、安全啓発と周知を図るために、図4に示

すポスターを作成し、休憩施設等で広報を実施した。 

 

図 4.エアー遮断機広報ポスター 

７．エアー遮断機の使用実績 

 2022 年 1 月 13 日に木之本 IC～武生 IC 間にて事故通行

止めが発生、（図 5）敦賀 IC 上り線に設置しているエア

ー遮断機を初めて使用した。（写真4） 

 

起動時間 状況

0ｍ 0秒 起動中 - -

139m 10秒 起動中 - -

278ｍ 20秒 展開完了 0秒 0ｍ

300ｍ - 展開完了 2秒 22ｍ

400ｍ - 展開完了 9秒 122ｍ

500ｍ - 展開完了 16秒 222ｍ

600ｍ - 展開完了 23秒 322ｍ

700ｍ - 展開完了 30秒 422ｍ

800ｍ - 展開完了 38秒 522ｍ

900ｍ - 展開完了 45秒 622ｍ

エアー遮断機の状況

※基本条件
　エアー遮断機の設置時間は20秒、車両の走行速度は50km/hを想定

遮断機から
先頭車両までの距離

展開した遮断機
までの到達時間

展開した遮断機
までの距離

路面から 2m 



 

図 5.通行止め区間図 

 

写真4.エアー遮断機による流出状況 

表 3.エアー遮断機使用時系列 

22：33 木之本～武生IC㊤事故通行止め開始 

22：47 敦賀 ICのエアー遮断機を使用 

簡易規制の完了 

22：58 規制班による物理的閉鎖完了 

 表3に示すように通行止めを開始してからエアー遮断機

の使用まで、初めての使用ということもあり、安全確認

のために14分を要した。 

また、簡易規制が完了してから物理的閉鎖完了までの

敦賀 IC 上り線の通過車両台数は 173 台となった。そのう

ち 141 台は IC へ流出したが、32台は規制内へ進入したこ

とから、約 80％の車両が流出するという結果となった。

これまでの情報板による通行止め情報の提供のみでは約

50％の流出にとどまっていたことから、エアー遮断機の

効果により流出の割合が増加したと言える。 

副次的な効果として、エアー遮断機による仮閉鎖で一

般車両の進入が減少したことにより、上り線のオンラン

プより規制班が本線に入り、ノーズ間をバック移動する

ことで先頭固定規制が不要となり、迅速な物理的閉鎖作

業を実施することができた。 

８．エアー遮断機の今後の課題  

8-1.規制内への車両の進入 

エアー遮断機の使用により約 80％の車両が流出したこ

とで、一定の効果は得られたと考えられる。一方で約

20％の一般車両の通行止め区間への進入を許している。

理由としては、視認性不足や、エアー遮断機の長さ不足

等が考えられる。また、1台でも通過する車両がいると後

ろの車両もついていく形で連続して進入する事をカメラ

により確認している。対策としては、エアー遮断機を増

設することや、広報強化により認知度の向上を図る。 

8-2.遠隔操作による作動 

 エアー遮断機は防災対策室から遠隔操作で作動するも

のとしており、基本的にはカメラによる安全確認を行い、

作動させるものである。しかし、今回は降雪時の夜間で

あり、カメラによる安全確認が困難な状況であったこと、

初めての使用であり安全確認に時間を要したことで、通

行止め開始から、エアー遮断機使用までに時間を要した。 

対策として、カメラの増設等により安全確認を強化し、

時間短縮を図る。 

8-3.暫定２車線区間での運用 

昨年度のエアー遮断機の使用実績から滞留車両の抑制

効果が確認されたことで、設置箇所を追加した。その中

で暫定2車線区間となる白川郷ICでは他の区間と異なり、

特設情報板による事前案内ができないという課題が発生

した。解決策として写真5に示すようにプロジェクターに

よる路面や壁面への投影による通行止め案内を実施し、

お客様への案内を行う。 

 

写真5.プロジェクターによる通行止案内（試験点灯） 

９．まとめ  

 今回整備したエアー遮断機については、事故通行止め

の際に約 80％の車両の進入を防いだことから、一定の効

果を上げたと考えられる。一方で、規制内に進入する車

両も存在することから、課題も残されている。今後もエ

アー遮断機を追加設置予定であるため、策定した運用マ

ニュアルの更新、各設置箇所（現場）と防災対策室とで

連携した実地訓練などを行い、今回浮かび上がった課題

を解決し、さらなる安全な運用、滞留車両の削減を目指

して改善を図っていく。 


